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１．はじめに

　この図書館は「創立100周年記念館」の中心となる施設として建てられたもの

ですが、図書館が新設されたのは、それまでの図書館が単に狭くなっていたから

というだけではありません。創立100周年記念事業において図書館が新設された

ことには、学校としての思いが込められているのです。その思いとは、生徒諸君

に「自主的創造的な学習活動」を期待したいということであり、それは、自由闊

達な校風の中で「自主自立の精神」を育てたいとする麻布学園の教育理念に発す

るものなのです。

　図書館の日常的な業務は図書館のスタッフによって担われていますが、図書館

をその根本において運営しているのが図書館部です。図書館部は各教科からの教

員と司書教諭によって構成されており、図書館は間接的ながら教員全体によって

運営されているわけです。このことは、学校が生徒諸君の「自主的創造的な学習

活動」の場である図書館に多大な関心を寄せていることを意味しているとともに、

それだけ生徒諸君への期待が大きいことを物語っています。

コンピュータによる検索システム、AV（AudioVisual）コーナー、コンピュー

タスペースなどのさまざまな設備も、生徒諸君の「自主的創造的な学習活動」を

支えるべく用意されているわけです。また、図書館の中心となる図書について言

えば、2008年２月末現在の蔵書数は約７万４千冊となっており、質・量ともに

高い水準を維持して、図書館は諸君の知的好奇心・探求心にできる限りに応える

ように努めています。

　しかしながら、どんなに設備や蔵書が整っていようとも、それらが実際に利用

されなければ、宝の持ち腐れとなってしまいます。ですから、生徒諸君には、図

書館の蔵書・資料や設備を大いに利用してもらいたいと思うばかりです。図書館

が活発に利用されることが図書館にとって何よりもうれしいことなのです。

「自主的創造的な学習活動」というものは、狭い意味での勉強を指すわけではな

いことは言うまでもありませんし、知識の単なる量的拡大を競って目指すような

ものでもないはずです。スクールという言葉がスコーレ（余裕・余暇）という言

葉に起源を持つように、図書館が多様な精神世界をゆったりと自由に散策する場

となってほしいと思っています。そして、図書館において出会う書物をはじめと

するさまざまなメディアを通して、諸君がそれぞれの能力を存分に発揮し、自己

を取り巻く世界との豊かで確かな関係を築いていってほしいものです。

　ところで、図書館入り口のギャラリー（２階）には、麻布学園の創立者である
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江原素六先生の筆になる「衣錦尚褧」という額が掛かっています。「衣錦尚褧」

という言葉の出典は『中庸』（第六段、第一節）で、「詩曰、衣錦尚絅。悪其文之

著也。」（詩に曰く、錦を衣て絅を尚ふ、と。其の文の著はるるを悪めばなり。）

とあります。また、『詩経』には、「衣錦褧衣」とあります。錦の衣の上に薄い衣

を羽織るということであり、その意味するところは、錦は内に秘めてこそ奥ゆか

しく美しいといったところです。知識や教養は、これ見よがしにひけらかすもの

ではないと解釈すれば、図書館にあってしかるべき言葉とも言えるわけで、図書

館の入り口に掛かっているのです。また、この言葉は、図書館部が発行する「図

書館通信」のタイトルともなっています。

　ともあれ、図書館は諸君の来館を待っています。

２．図書館の設備

（1）開架式書架と閉架書庫

図書館の資料は、できるかぎり自由に閲覧できるかたちにして（開架式と

言います）、２、３階の書架に配架するようにしています。

また、図書館には閉架書庫があり、古くなった資料などが収められていま

す。皆さんは自由に入ることはできませんが、そこに収められている資料も

検索して、閲覧・貸し出しすることもできるので、必要な場合はカウンター

まで申し出てください。

（2）資料検索用コンピュータ端末（OPAC）

２階のカウンターおよびカウンター横には、４台のパソコンが置かれてい
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ます。これらは、OPAC（Online Public Access Catalogue、オパック）と

呼ばれる資料検索用の端末で、図書館が所蔵する資料（ただし、雑誌や新聞

は除く）の検索ができるようになっています。

（利用方法については、●ページに書いてあります。）

（3）AV（AudioVisual）コーナー

２階には、映画や音楽が楽しめるAVコーナーが設置してあります。この

コーナーには合計８つのブースがあり、すべてのブースで、図書館の所蔵す

るCD・DVD・ビデオを視聴できます。また、そのうちの６ブースではLDが、

２ブースではカセットテープが視聴できます。

（利用方法については、●ページに書いてあります。）

（4）レファレンスコーナー

２階のカウンターの斜め前には、各種の基本的な統計資料や参考図書を配

架した書架と、インターネットが利用できるパソコン２台とプリンター１台

が設置してあります。なお、ここの２台のパソコンは、簡単な利用申込書へ

の記入によって、図書館が開館している時間ならば、いつでも利用できます。

（5）コンピュータスペース

２階には、利用申請・登録をすることによって自由に利用できる（もちろ

ん、利用のための規則はありますが）パソコンおよび周辺機器を設置したコー

ナーが設けてあり、そこをコンピュータスペースと呼んでいます。

ここにあるパソコンは全部で20台（Windows：16台、Macintosh：４台）

で、すべてのパソコンでインターネットも利用できます。利用時間は、昼休

みから閉館15分前までとなっています。（土曜日は９時から利用できます。）

レポートの作成や情報検索などで、大いに活用してください。利用時間に

は常時係員がいますので（ただし、土曜日は除く）、初心者の人も安心して

利用してください。

（利用方法については、●ページに書いてあります。）
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３．館内案内図および書架配置図
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４．図書館の資料

（1）印刷資料（図書と逐次刊行物）

図書館の資料の大部分を占めるのが、紙に印刷された資料です。そして、

そのほとんどが図書であり、それ以外が逐次刊行物（雑誌、新聞など）と呼

ばれるものです。以下、それらの資料について見てみましょう。

①蔵書構成

図書館に所蔵されている図書を分類すると以下のようになります。

2008年２月末現在（生徒図書：73,730冊）
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（8.9％）

3,�04
（4.2％）

20,555
（27.9％）
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②参考図書・豪華本

図書館では、百科事典や各種の事典・辞典類をまとめて「参考図書」と

呼んでいます。また「豪華本」と呼ばれる、美術書などの大型本や高価で

貴重な本もあります。

それらの本は、３階の参考図書コーナー（前ページの館内案内図参照）

に、他の本とは別に配架してあります。原則として貸し出しはできません

が、館内での閲覧は自由です。

③記念文庫

図書館には、多くの方々から寄贈された本がありますが、３階の奥には、

特別な寄贈本による記念文庫コーナーが特別に設けられています。

ひとつは、若くして亡くなった先輩（岩田俊夫君、川島進君、菅谷洋君）

の御両親からの寄付をもとに、彼らにゆかりのある分野の本を揃えたもの

です。

もうひとつは、麻布の元社会科教員だった根本文雄先生の御遺族からい

ただいた、先生の専門の研究分野を中心とする蔵書です。

記念文庫コーナーの本も一般の書架の本と同様に貸し出し可能です。な

お、記念文庫コーナーの本には、蔵書印と共に「○○記念文庫」の印が押

してあります。

④逐次刊行物

新聞・雑誌や年鑑など、終刊が定められていない刊行物を「逐次刊行物」

と呼んでいます。このうち、新聞・雑誌は２階に置いてあり、自由に読む

ことができます。また、年鑑類は普通の図書と参考図書とに分類して、そ

れぞれの分野の書架に並べられている他、一部のものは２階のレファレン

スコーナーに配架されています。

（●ページに、現在購入している新聞・雑誌の一覧を掲げてあります。）

（2）非印刷資料（AV資料と電子資料）

図書館には、（1）で紹介した印刷資料のほかに、印刷物ではないという

意味で「非印刷資料」と呼べる資料もあります。大きく分けて、AV資料と

電子資料の２種類があります。

①AV資料

図書館で備えているものは、ビデオテープ、レーザーディスク（LD）、

デジタルビデオディスク（DVD）、コンパクトディスク（CD）、カセットテー
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プの５種類です。ビデオ・LD・DVDはカウンター内においてあり、CD

は雑誌コーナー付近の回転ケース、カセットテープはAVコーナー近くの

書架に置いてあります。また、学園の理事を長らく務めていらした田邉肇

氏から寄贈していただいたCDも数多くあり、専用の回転ケースに収めら

れています。

②電子資料

コンピュータで利用するCD-ROMや電子辞書などを指して「電子資料」

と呼んでいます。外箱やケースを書架に配架してありますので、「ディス

クを利用したい生徒は、カウンターに申し出てください。」というシール

がある資料については、カウンターに申し出て、利用してください。なお、

原則として貸し出しはできませんので、利用は、レファレンスコーナーま

たはコンピュータスペースのパソコンでお願いします。

図書館にある雑誌・新聞のリスト（2008年度の予定）

【総合誌】
・アエラ
・週刊朝日
・オルタ
・TIME（英語版）
・News Week（日本版）
・世界
・中央公論
・文芸春秋

【写真誌】
・DAYS JAPAN
・アサヒカメラ

【文芸誌など】
・SFマガジン
・群像
・現代思想
・詩と思想
・新潮
・東京人
・文学界
・文芸
・ユリイカ
・本の雑誌

【芸術・娯楽誌】
・ぴあ
・囲碁
・将棋世界
・キネマ旬報

・スクリーン
・Player
・レコード芸術
・芸術新潮
・音楽の友
・鉄道模型趣味

【科学雑誌】
・ロボコン
・子供の科学
・天文ガイド
・日経サイエンス
・ニュートン
・�ナショナルジオグラ
フィック

・天文月報
【コンピュータ雑誌】

・Mac Power
・日経パソコン
・ASCII

【乗物誌】
・JR時刻表
・鉄道ジャーナル
・世界の艦船
・航空情報
・CG（Car Graphic）
・季刊 Bicycle NAVI

【受験雑誌など】
・蛍雪時代（別冊）

・高校への数学
・大学への数学
・理系への数学
・数学セミナー

【スポーツ誌】
・近代柔道
・剣道時代
・サッカーマガジン
・スキージャーナル
・Number
・山と渓谷
・ラグビーマガジン
・�バスケットボールマガ
ジンクリニック

・テニスジャーナル
・月刊陸上競技
・タッチダウン
・週刊ベースボール
・�スポーツイベントハン
ドボール

・バドミントンマガジン
・パーゴルフ

【その他の分野の雑誌】
・地理
・エコノミスト
・みんぱく

【新聞】：�朝日新聞、毎日新聞、読売新聞、日本経済新聞、International Herald 
Tribune、月刊高校生スポーツ
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５．図書の分類と配置

（1）日本十進分類法（NDC）

この図書館では、多くの日本の図書館が採用する日本十進分類法（Nippon

DecimalClassification＝NDC）にしたがって、図書の分類・配架を行って

います。これは、人類が現在までに蓄積してきた知識を、便宜上10の分野

に分類しようという考え方で、図書の内容によって、まず下記の10の「類」

に分けます。

０→総記、叢書、図書館、コンピュータなど

１→哲学、心理学、宗教学、倫理学など

２→歴史学、旅行案内など

３→社会科学（政治、経済、地理）、文化人類学など

４→自然科学（数学、物理、化学、地学、生物学、医学など）

５→技術、工業、家政学など

６→産業（運輸、サービス業など）、造園など

７→芸術、スポーツ、ゲーム、漫画

８→語学

９→文学

上記の10の「類」を更に10の「綱」にわけ、更にまた10の「目」に

細分化します。（次ページに「日本十進分類法綱目表」を示してあります。）

下の図は、自然科学についての例です。

［例］（類）10　　　　　　　　（綱）100　　　　　　　　（目）1000

　　自然科学４　　　　　　　地球科学45　　　　　　　気象学451
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日本十進分類法綱目表（新訂９版）

00　総記
01　　図書館．図書館学

02　　図書．書誌学

03　　百科事典

04　　一般論文集．一般講演集

05　　逐次刊行物

06　　団体

07　　ジャーナリズム．新聞

08　　叢書．全集．選集

09　　貴重書．郷土資料．その他の特別コレクション

10　哲学
11　　哲学各論

12　　東洋思想

13　　西洋哲学

14　　心理学

15　　倫理学．道徳

16　宗教
17　　神道

18　　仏教

19　　キリスト教

20　歴史
21　　日本史

22　　アジア史．東洋史

23　　ヨーロッパ史．西洋史

24　　アフリカ史

25　　北アメリカ史

26　　南アメリカ史

27　　オセアニア史．南極地方史

28　　伝記

29　地理．地誌．紀行

30　社会科学
31　　政治

32　　法律

33　　経済

34　　財政

35　　統計

36　　社会

37　　教育

38　　風俗習慣．民俗学．民族学

39　　国防．軍事

40　自然科学
41　　数学

42　　物理学

43　　化学

44　　天文学．宇宙科学

45　　地球科学．地学

46　　生物科学．一般生物学

47　　　植物学

48　　　動物学

49　医学．薬学

50　技術．工学
51　　建設工学．土木工学

52　　建築学

53　　機械工学．原子力工学

54　　電気工学．電子工学

55　　海洋工学．船舶工学．兵器

56　　金属工学．鉱山工学

57　　化学工業

58　　製造工業

59　家政学．生活科学

60　産業
61　　農業

62　　園芸

63　　蚕糸業

64　　畜産業．獣医学

65　　林業

66　　水産業

67　　商業

68　　運輸．交通

69　　通信事業

70　芸術．美術
71　　彫刻

72　　絵画．書道

73　　版画

74　　写真．印刷

75　　工芸

76　　音楽．舞踊

77　　演劇．映画

78　スポーツ．体育
79　諸芸．娯楽

80　言語
81　　日本語

82　　中国語．その他の東洋の諸言語

83　　英語

84　　ドイツ語

85　　フランス語

86　　スペイン語

87　　イタリア語

88　　ロシア語

89　　その他の諸言語

90　文学
91　　日本文学

92　　中国文学．その他の東洋文学

93　　英米文学

94　　ドイツ文学

95　　フランス文学

96　　スペイン文学

97　　イタリア文学

98　　ロシア・ソヴィエト文学

99　　その他の諸文学
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（2）請求記号（所在記号）

十進分類法により分類した本が、どこに並べられているかを示すのが請求

記号で、それは分類番号・図書記号などによってラベルに記されています。

例）「夏目漱石全集第13巻」の場合

　　　　　→分類番号（918.68は日本文学の個人全集であることを意味します）

　　　　　→図書記号（「Na」は著者である夏目漱石の「な」を示します）

　　　　　→巻数など（全集・シリーズもののとき、記入されています）

注意１：�図書は原則として請求記号順に並べられていますが、同じ分類番

号であっても判の大きいものは、それぞれの書架の一番下の段に

おいてありますので、注意してください。

　　２：�文庫、新書（丸善ライブラリー、岩波ジュニア新書、ブルーバッ

クスを除く）、参考図書はそれぞれのコーナーにあります。（館内

案内図および書架配置図を参照してください）

①分類番号について

分類番号は日本十進分類法にしたがってつけられており、ラベルの枠を

まず10の「類」によって色分けしています。かなり細かい分類番号がつ

けられているものもありますが、見つけやすさを考慮して、できるだけ小

数点第１位までの分類にするようにしています。例えば、近現代の作家研

究の本は「910.268-A」（910.268は近現代の作家についての研究書であ

ることを示し、Aは対象となる作家の頭文字を意味しますます）のように

なっていましたが、同じものが「910-SK-A」（SKは作家研究を意味し、

910-SK全体で日本の近現代の作家について研究書であるであることを意

味します）のようにしてあります。

ただし、資料を見つけやすくするためなどの理由で、小数点第２位以下

までの分類を残す場合もあります。

②図書記号について

図書記号には原則としてアルファベットの１ないし２文字を用います。

著者名を記すときは、著者の頭文字によって示します。外国人の場合は１

文字（例：ConanDoyleならD）、日本人の場合は２文字（例：夏目漱石

ならNa）となります。シリーズものなどは、シリーズ名や出版社名の頭

文字などを図書記号の欄に記入しています。

9�8.68

Na

�3
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③巻数などについて

全集・シリーズものについては、図書記号を統一した上で巻数や当該巻

を示す数字やアルファベットが記入されています。

６．図書・資料の探し方

（1）コンピュータによる検索

カウンターなどには、４台の検索用パソコンがおいてあり、それらを利用

して資料を探すことができます。検索の仕方は、以下に示すとおりです。

（ただし、場合によっては、資料についての情報の入力不備などのため、

十分検索しきれない場合がありますので、遠慮なくカウンターに問い合わせ

てください。）

※検索の手順

検索用のパソコン端末では、下に示した画面から検索を始めます。もし、

他の画面がでている場合は、それぞれの画面にある「Home」や「Back」

をクリックするか、「ホーム」のアイコンをクリックしてください。また、

何かが入力されている場合は、画面下の方の「クリア」をクリックしてくだ

さい。
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①検索を行う資料（「図書」or「AV」）をチェックボックスで選択します。（両

方ともチェックもしなければ、両方を検索します）

②入力する項目（「タイトル」「著者名」「件名」「出版者」「NDC」「発行年」

「ISBN」）にカーソルをあわせて、クリックしてください。入力できるよう

になりますので、キーボードで入力します。日本語を入力できない場合は、

キーボードの左上にある「半角／全角」キーを押してください

・�「件名」とは、資料の分野・内容を示す語句ですが、すべての資料につい

て「件名」が入力されているわけではありませんので、申し訳ありません

が、「件名」からでは十分な検索ができません。

・�「NDC」とは、日本十進分類法に基づく分類番号であり、「ISBN」とは、

国際的な規格によってつけられている書籍の番号ですが、その番号を控え

ている人はいないでしょうから、これら二つの項目からの検索は実際には

使われないでしょう。

※�検索のための文字入力に際して、注意すべき点を以下に示しておきますので、

理解しておいてください。

A�．漢字は正確に入力してください。字体が複数ある場合は、入力した字

体でしか検索できないものが多くあります。漢数字や算用数字について

も、それぞれの数字で入力してください。
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例：�「齋藤」と入力すると、「斎藤」や「斉藤」は検索できないことがあ

ります。

B�．漢字かな交じりで検索する場合は、データ通りの入力でないと正しく検

索できません。

例：「世界のことば」と入力すると、「世界の言葉」は検索できません。

C�．ひらがなだけの入力では、データそのものがひらがなだけのものしか検

索できません。

例：�「ひょっこりひょうたんじま」と入力すると、「ひょっこりひょうた

ん島」は検索できません。

D�．入力データはカタカナによって読みがながつけられていますので、カタ

カナのみによる検索も場合によっては効果的です。（カタカナによる検索

の際には、漢数字が算用数字に読み替えられています。）ただし、同音異

義（字）語を検索してしまいますので、要注意です。

③文字を入力したら、「検索実行」をクリックするか、キーボードの「Enter」

キーを押してください。検索の結果が、「検索結果」として表示されます。

この段階で、必要とする資料の請求記号をメモしておくことを勧めます。
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④探している資料についてさらに詳しく知りたい場合は、その資料のタイトル

部分の、青い文字で示されているところにマウスをあわせ、クリックしてく

ださい。資料の詳細な情報や、配架されている場所、貸し出しの可否などが

表示されます。

※画面の左上の方にある「戻る」をクリックすると、一つ前の画面に戻ること

ができます。

（2）直接書架を見て探す

利用したい資料の分類に該当する書架に直接行って、いろいろな資料を探

し出すのも一つの方法です。

館内案内図で配架場所を確認して、探してみてはどうでしょうか。この方

法を「ブラウジング」と言いますが、意外な本との出会いがあるかもしれま

せん。また、図書館のどんなところにどんな本があるのかを覚えていくこと

にもなるでしょう。

（3）カウンターで尋ねる

探している資料が見つからない場合、資料の探し方が分からない場合、資

料についての相談などは、図書館のスタッフに遠慮なく聞いてください。
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７．図書館の設備・資料の利用方法

（1）資料の利用

館内の開架式書架の図書はすべて自由に閲覧できます。また、閉架書庫内

にある図書を閲覧したい場合は、カウンターに申し出てください。

①貸し出しができる資料…一般図書（語学教材）、CD、雑誌のバックナンバー

②１回に借りられる点数と期間

・図書…原則として３冊まで、１週間。

・C D…�２タイトルまで、１週間。（複数枚組のものは１タイトル扱いです）

・雑誌…１タイトル、１週間。

③電子資料（館内利用のみ）の利用

・カウンターに申し出て、ディスクを受け取ってください。

・�資料はレファレンスコーナーやコンピュータスペースのパソコンで利用し

てください。原則として貸し出しはできません。

④特別貸し出し

・長期休暇中の貸し出し

春、夏、冬の長期休暇に際しては、図書の貸し出し上限を原則として５

冊までにします。返却日は次の学期の始業式の日です。

・一夜（時間）貸し出し

原則的に貸し出しをしない資料も、一晩に限ってあるいは短時間に限っ

て、生徒証と引き換えに貸し出すことがあります。一夜貸し出しの場合は、

次の日の開館時に返却することを条件とします。また、時間貸し出しの場

合は、利用時間が終了したらすぐに返却してください。貸し出しは、主に

参考図書・豪華本について適用します。詳しくは、カウンターのスタッフ

に尋ねてください。

（2）AVコーナーの利用

①まず、利用したい資料を選びます。

・ビデオ、LD、DVDの利用（館内利用に限られます）

見たい作品を選んで、カウンターに申し出てください。

・CD、カセットテープの館内利用

特に申し出ることなく利用できます。
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②ビデオ、LD、DVDについては、図書館カードを提示して、利用手続きをとっ

てください。

③次に、カウンターで生徒証・ロッカーの鍵・図書館カードなどと引き換えに

ヘッドホンを借りてください。

④利用の際のルール

・機器は丁寧に取り扱ってください。

・�ヘッドホンを付けているときの、自分の声の大きさに気をつけてください。

意外と大きな声が出てしまいます。

・�個人で持ち込んだソフトの利用は遠慮してください。特別な事情がある場

合は、カウンターに申し出てください。

（3）コンピュータスペースの利用

①利用申請、登録（利用申請書および誓約書の提出）

初めてコンピュータスペースを利用する人は、コンピュータスペースのカ

ウンターに申し出て、利用規則の書かれた「利用申請書・誓約書」を受け取

り、内容をよく読んだ上で、必要事項を記入して提出してください。

原則として、その時から利用できるようになります。詳しい利用方法は係

の方に聞いてください。利用申請および登録は、年度ごとに行ってください。

②利用の仕方

図書館カードを提出して、受付を行ってください。空いている機械は、原

則として自由に利用できます。

③利用できる時間

月曜日～金曜日：昼休みから閉館15分前まで。

土曜日は、９時から閉館15分前まで。

④利用の際のルール

利用規則に書かれた事項を厳守して利用してください。守れない場合は、

利用を停止することがあります。

また、注意事項や連絡事項は随時掲示しますので、それらに注意しておい

てください。
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８．図書館の年間スケジュールと発行物

（1）図書館の年間スケジュール

・４月………………………………新中学１年生向けオリエンテーション

・５or ６月… ……………………古雑誌販売（生徒図書委員会）

・夏休み特別貸し出し……………６月末から７月末まで

・夏休み開館………………………�７月は、31日まで。８月は閉館。９月は、

高３講習期間中。

・９月………………………………「戦争」と「平和」を考える読書会

・11月… …………………………著者を囲む読書会

・冬休み特別貸し出し……………11月末から終業式の日まで

・冬…………………………………ブックフェア

・春休み特別貸し出し……………２月末と終業式の日

・３月………………………………蔵書の整理、点検（閉館）

・未返却資料の督促………………年間適宜

・麻布名画座（映画上映）………原則として各学期１回

（2）図書館の発行物

・『衣錦尚褧（図書館通信）』（旧『図書館月報』）

図書館部の教員による本に関する記事、図書館からのお知らせ、新着資

料の紹介などが載っています。なお、生徒からの投稿も募集しています。

・『読んでおきたい本のリスト』

夏休み前に、中学と高校の１年生を対象に配布されます。該当学年以外

でも、希望者には配布しますので、遠慮なくカウンターに申し出てくださ

い。

・『図書館だより』

原則として年に１回発行され、ブックフェアのテーマに関する文章や、

図書や図書館に関する話題が掲載されます。ちなみに、この３年のブック

フェアのテーマは、「伝記」、「ロボット」、「新書」でした。
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９．委員会活動・その他

（1）図書委員会

生徒諸君の有志によって構成・運営されている委員会です。主な仕事は、

昼休みのカウンター当番です。その他に、毎年５月あるいは６月には、前年

度図書館で購入した雑誌を格安で皆さんに販売する「古雑誌販売」を行って

います。

その仕事の性格上、教員で構成する図書館部の指導の下で活動しています。

委員の募集を常時受け付けていますので、図書や図書館に興味のある諸君は

申し出てください。

（2）リクエスト

図書館では、購入を希望する資料のリクエストを受け付けています。希望

するメディアの種類は問いません。カウンターにある、リクエストカードに

必要事項を記入して、リクエストボックスに入れてください。

リクエストは、図書館部会で検討されます。購入の可否・到着などの情報

は、入口の掲示板に張り出しますので、注意して見ていてください。

ただし、漫画や文庫本、年度途中での雑誌については原則としてリクエス

トに応えられません。

（3）生徒発行物の収集

図書館では、生徒諸君の自主活動による発行物を学園資料として収集・保

存するようにしています。

皆さんの参加しているサークル、クラス、自治活動団体などで発行物があ

る場合、図書館にも寄贈してください。
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10．図書館の歩み

図書室の創設

　�　麻布学園の図書館の歴史は学園そのものの歴史よりもはるかに浅く、1937

年（昭和12年）に、現在の中１の４組にあたる教室に図書室が開設されたこ

とによって始まります。開設当初の蔵書は、父母、先輩からの寄贈本や教員室

からの編入本などでしたが、やがて、図書の購入もなされるようになって、図

書室担当の教員の努力と図書委員の生徒の協力によって図書室の充実が図られ

ていきまた。図書室の入り口には、「読書三箴、一静粛、二愛書、三自律」の

文字が掲げられてあったそうです。戦中、戦後とかなり長い間、その図書室が

利用されていたのですが、次第に図書館としての本格的な施設が求められるよ

うになっていきました。

図書館の開設・発展

　�　本格的な図書館は、1967年（昭和42年）に講堂の横に建てられた「創立70

周年記念校舎」（現在の芸術・技術科棟）の１階に開設されました。開設後し

ばらくの間は、蔵書数は現在から見れば非常に少ないものでしたが、1975年

頃からは蔵書数が飛躍的に増えていき、開設された図書館にふさわしくその中

身が整備されていきした。1989年には蔵書数が30000冊を超え、1991年から

は図書以外の資料としてCDも購入されるようになりました。図書館の充実は、

単に蔵書数・資料数が増えていったことだけでなく、『図書館だより』や『図

書館月報』（現在の『衣錦尚褧（図書館通信）』）の発行、「読書案内」や「ブッ

クフェアー」の実施、さらには「卒論」、「修論」、『論集』などのさまざまな学

習活動と連携して実現されていきました。

　�　一方、蔵書・資料数が増え続け、図書館が活発に利用されていったことは、

書架や閲覧席のスペース不足という事態を招いていました。折しも、学園は創

立100周年を迎えていて、その記念事業としてふさわしいものが考えられてい

くなかで、狭くなった図書館を単に物理的に拡大するということではなく、こ

れからの時代に対応した新たな図書館が構想されたのでした。

新図書館の開館

　�　そして、現在の新図書館が、1995年９月に「創立100周年記念館」の中心

施設として開館されたのです。新図書館は、これまでの図書館活動の蓄積の上

に立ちつつ、時代に対応したメディアセンターであることを目指しています。
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11．古書・古書店案内

　図書館には、中学・高校の図書館としてはかなりの水準にある、さまざまな資

料が揃えてありますが、絶版になってしまったものや、非常に古いものなどは揃

えるのにも限界があります。

　資料が学校の図書館にない場合は、公共の図書館などに行ってみるのもよいで

しょうが、古書店巡りをしてみるのも楽しい方法です。国語科の杉山先生にお願

いして、古書・古書店について書いてもらいましたので、参考にしてください。

　古本屋を利用する目的はほぼ二つに大別できる。一つは新刊書も含めて、比較

的新しい書籍を安く手に入れることであり、もう一つは現在絶版になっている古

い書籍や資料等を捜すことである。前者については、現在郊外でチェーン店展開

している、いわば本のディスカウントショップがその目的に適う。そこでは本は

基本的には定価の1/2 ～ 1/3程度、安いことは安いのではあるが、主なる商品は

文庫本やコミックスであり、一種の「消費財」として扱われてることは否めない。

　もっとも、時には絶版の旺文社文庫や、ハヤカワミステリ文庫等までがおしな

べて半額や百円均一で売られており、著者名も五十音順に並んでいて便利である

ので、掘り出し物を見つける意味で私も時々利用してはいるが。

　ここで、私が述べたいのは、後者の「古書店」とも言うべき専門的な古本屋に

ついてである。そこでは本は「文化財」として扱われており、従って価格も定価

よりも高くなるのは仕方がない。となれば、いかに良い本をいかに安く手に入れ

るか、ということが古書店巡りの最大のポイントとなる。私自身も仕事上、様々

な古書店を利用している。そのうちでも足繁く通っているのは、やはり神田神保

町と早稲田の古書店である。本郷や三田、池袋等、いわゆる学生街にはそれぞれ

魅力的な古書店が存在するが、規模や書籍の充実ぶりで言えば、この二つにとど

めを指す。もちろん、神保町の方が充実しているが、早稲田もなかなか捨て難い。

何よりも値段が安い。モノにもよるが、神保町の６割～８割といったところか。

なぜかと言うと、そこに集う客相にも関係しているが、何よりも、賃貸関係を結

んでビルの一角で店を営んでいる神保町に比して、基本的に自分の所有する土地

でほそぼそと家族で経営している小規模店が多いということである。この形態は

戦前からであり、戦後も、バブル期も変わらない。店はそのまま自宅であり、ヒ

マな時は近所の人達の溜場となり、夕方になると奥から何かおいしそうなにおい

が漂ってくる、といったほのぼのとした状況が展開されている。従って店のおじ
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ちゃんと顔見知りになれば、安くしてもらったり、掘り出し物を手に入れたりと

いうことも可能となる。学生の頃はかなり助けられたものだ。欠点と言えば、神

保町に比べて書籍の整理・統一がなされておらず、目的の書物を捜すのにえらい

苦労をするということと、やはり量的にも質的にも品揃えが少ないということで

ある。学生時代はそれでも良かった。ヒマはたっぷりあるし、そんなに専門的で

もなく、書物自体も基本的に読めればいい、ということで本の状態にもあまり気

をつかわなかったからである。現在はと言えば、何かと忙しく、じっくりと古書

店巡りもしていられず、またどうしても専門書が中心となってしまい、高いとは

知りつつも、つい神保町へ足を向けてしまいがちである。残念なことだが、これ

も仕方がない。そこで、利用法としては、ヒマがあれば早稲田、カネがあれば神

保町、ヒマもカネもあれば二つをハシゴする、ということをお勧めしたい。事実

私自身もヒマがある時には、まず三田線や半蔵門線等で神保町へ行って、書籍の

実物とその価格を確かめ、九段下から東西線に乗って早稲田へ行き、現物がある

場合は安ければ購入し、ない場合は注文して手に入るなら予約し、そうでなけれ

ば諦めて、次の機会に神保町で購入する、というパターンを取ることにしている。

　とにかく、古書店巡りはなかなかやめられない。古書に限らず、書物の持つ魅

力とは、「徒然草」にもある通り「見ぬ世の人を友とする」（第十三段）ことに尽

きる。書物に没頭している時は、その世界こそが自分にとっての現実であり、そ

の喜びは何にも替え難い。古本であれば、著者に加えて、その本の過去の持ち主

との邂逅がある。本に書き込みがあったり、蔵書印があったり（古書の価値にお

いてはマイナスであるが）すると、つい、その人物について想像を巡らしてしま

う。著者がある人に与えた献本の類、更に識語すらある本（この手の本は五割高、

そのある人が有名人なら更に高値）には、何とも言えないドラマさえ感ずる。一

冊の本を巡る様々な歴史、それを求めて、私は古書店を巡る。その意味で古書店

巡りは、様々な意味での歴史散歩、ひいては自分探しの旅なのである。

（国語科、杉山雅彦）





図書館利用のルール

①他人の迷惑になるような行為はしない。

②館内での飲食はしない。

③閲覧した資料は必ず元のところに戻す。

④借りた資料の返却日を厳守する。

⑤カバンは持ち込まない。
　カウンターで鍵を借りてロッカーに入れること。

⑥スタッフの指示に従うこと。

図書館の開館時間（原則）

月曜日～金曜日⇋９：00～ 17：30

　　　　土曜日⇋９：00～ 13：00


